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村内各小学校で４月７日、入学式が行われ、
昭和東小学校では28人の子供たちが小学生の
仲間入りをしました。
子供たちは期待と不安を胸に初めての教室

へ。保護者たちに見守られながら新しい生活
をスタートさせました。
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一
般
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
13
・

３
％
減
の
34
億
８
、
３
０
０
万
円
で
、
歳
入
の

不
足
額
５
億
５
、
２
６
１
万
円
は
財
政
調
整
基

金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
て
補
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
別
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

２
・
５
％
減
の
25
億
４
、
３
６
８
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
て
歳
入
の
増
減
は
、
堆
肥
舎

等
施
設
整
備
事
業
の
終
了
で
県
支
出
金
が
３
億

７
、
２
２
４
万
円
の
減
、
国
庫
補
助
負
担
金
の

一
般
財
源
化
に
よ
り
地
方
譲
与
税
（
所
得
譲
与

税
）
が
２
、
０
４
０
万
円
の
増
、
ご
み
袋
の
有

料
化
な
ど
に
よ
り
使
用
料
及
び
手
数
料
が
６
２

８
万
円
の
増
、
森
下
・
赤
城
原
線
、
橡
久
保
線

の
道
路
改
良
工
事
な
ど
で
国
庫
支
出
金
が
１
、

１
５
２
万
円
の
増
な
ど
で
す
。

ま
た
、
歳
出
の
増
減
は
、
堆
肥
舎
等
施
設
整

備
事
業
の
終
了
な
ど
に
よ
り
農
林
水
産
業
費
が

４
億
３
、
８
８
６
万
円
の
減
、
在
宅
重
度
心
身

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
事
業
の
終
了

な
ど
に
よ
り
民
生
費
が
２
、
９
８
９
万
円
の
減
、

村
議
会
議
員
選
挙
・
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
な

ど
に
よ
り
総
務
費
が
２
、
０
３
３
万
円
の
増
、

公
共
事
業
な
ど
の
償
還
金
減
少
に
よ
り
公
債
費

が
７
、
４
５
９
万
円
の
減
、
大
河
原
小
学
校
耐

震
補
強
工
事
の
終
了
な
ど
に
よ
り
教
育
費
が
３
、

２
４
１
万
円
の
減
、
森
下
・
赤
城
原
線
、
橡
久

保
線
の
道
路
改
良
工
事
な
ど
で
土
木
費
が
１
、

７
０
５
万
円
の
増
な
ど
で
す
。

平
成
18
年
度

平
成
18
年
度
予
算
の
概
要

一般会計 34億8,300万円　特別会計 25億4,368万円
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特
別

会
計

国民健康保険事業
農業、自営業、退職した人などの医療と、

農業、自営業などで40～64歳の人の介

護保険料を負担する会計です。主な歳出

は、医療などの保険給付費5億9,422万

円、老人保健への拠出金1億198万円、

介護納付金8,550万円です。

8億3,004万円

■
地
方
債
・
公
債
費
・
基
金
の
状
況

一
般
会
計
の
地
方
債
（
借
入
金
）
の
借
り

入
れ
残
高
は
、
平
成
17
年
度
末
で
お
よ
そ
31

億
円
の
見
込
み
で
す
。
地
方
債
残
高
は
平
成

12
年
度
の
34
億
８
、
４
９
５
万
円
ピ
ー
ク
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
公
債
費
（
地
方
債
の
償

還
金
）
は
元
利
３
億
９
、
４
０
６
万
円
を
償

還
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
17
年
度
末
の
財
政

調
整
基
金
残
高
は
11
億
円
、
減
債
基
金
残
高

は
１
億
５
千
万
円
の
見
込
み
で
す
。

■
三
位
一
体
の
改
革

平
成
16
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
ま
で
の
３

年
間
に
、
①
国
庫
補
助
負
担
金
を
概
ね
４
兆

円
程
度
を
目
途
に
廃
止
・
縮
減
な
ど
の
改
革

を
行
い
、
②
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機
能

全
般
を
見
直
し
て
縮
小
す
る
。
③
廃
止
す
る

国
庫
補
助
負
担
金
対
象
事
業
で
引
き
続
き
地

方
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

事
業
は
基
幹
税
（
住
民
税
な
ど
）
に
税
源
移

譲
す
る
。
こ
の
改
革
を
同
時
一
体
に
行
う
こ

と
で
す
。
国
庫
補
助
負
担
金
な
ど
使
途
目
的

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
財
源
化

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
地
方
の
創
意
工
夫
で

自
由
に
使
用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
財
政
調
整
基
金

予
期
し
な
い
収
入
減
少
や
不
時
の
支
出
増

加
な
ど
に
備
え
、
財
源
に
余
裕
の
あ
る
年
度

に
積
立
て
て
お
く
基
金
で
す
。
家
庭
に
お
け

る
預
貯
金
で
す
。

農業集落排水事業
貝野瀬生越、糸井三ツ谷、昭和南、永井入原

地区の下水処理と、戸別浄化槽の管理を行う

会計です。主な歳出は、公債費（借り入れた

地方債の元利償還費）2億190万円です。

3億2,341万円

簡易水道事業
安全な上水を確保、供給する会計です。

老朽管の更新や浄水場の施設を整備改

良し安定した上水の供給を行います。

1億2,395万円

老人保健事業
75歳以上の人の医療費を負担する

会計です。主な歳出は、医療給付

費など7億8,007万円です。

7億8,253万円

介護保険
寝たきりや認知症などで介護

を必要とする人の介護サービ

スや介護予防サービスを負担

する会計です。主な歳出は、

介護サービスの保険給付費4億

6,009万円です。

4億8,375万円
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村民税や固定資産税、軽自動車税、たばこ税

などです。すべての歳出予算に充てられます。

特定の歳出目的のためや、財源が不足した時

のために積立てておいた基金を取り崩し、そ

れを歳入に充てるものです。

標準的な行政を行うのに必要な経費（基準財

政需要額）から標準的な税収（基準財政収入

額）を差し引いた額が地方交付税です。

国や県が、法律で事業費の一部を負担する国

庫（県）負担金、政策で事業費の一部を補助

する国庫（県）補助金、委託する事務の事業

費に充てる国庫（県）委託金です。

国が徴収した税の一部を市町村に譲与するも

ので、自動車重量譲与税、地方道路譲与税、

所得譲与税などがあります。

市町村の財源となる税などを国や県が合わせ

て徴収し交付するもので、利子割交付金、地

方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自

動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安

全対策特別交付金、株式等譲渡所得割交付金、

配当割交付金です。

村が借り入れる地方債で、臨時財政対策債で

す。

分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産

収入、寄付金、諸収入、繰越金。

一
般

会
計歳入（入ってくるお金＝）

平成18年度一般会計歳入予算額　34億8,300万円〔前年比▲13.3％〕

そ の 他
1億7,268万円

村 　 債
1億2,000万円

交 付 金
1億3,551万円

地 方 譲 与 税
1億6,610万円

県支出金・国庫支出金
3億6,939万円

地方交付税
14億3,100万円

繰 入 金
5億5,261万円

村 　 税
5億3,571万円
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農業委員会、農業振興、園芸や畜産の振興、
土地改良、林業振興などに

障害者福祉、老人福祉、児童福祉、国民健康
保険、老人保健、介護保険などに

広報、交通安全、防災、公園、税務、戸籍、
選挙、統計、監査などに

起債（借入金）の元利償還金に

健診、予防接種、環境、清掃などに

小・中学校の管理運営、青少年教育、公民館
の管理運営、文化財保護、保健体育、学校給
食などに

消防団、利根沼田広域消防組合の負担金などに

村道の維持管理、排水路の整備、除雪などに

議会運営に

災害復旧に

商工業振興、諸支出金、予備費に

歳出 （＝使われるお金）

平成18年度一般会計歳出予算額　34億8,300万円〔前年比▲13.3％〕

そ の 他
1,143万円

災 害 復 旧 費
914万円

議 会 費
7,280万円

土 木 費
1億3,347万円

消 防 費
1億5,557万円

教 育 費
3億2,510万円

衛 生 費
3億3,198万円

公 債 費
3億9,406万円

総 務 費
5億3,173万円

民 生 費
6億5,859万円

農林水産業費
8億5,913万円
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平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
、
食

品
中
に
残
留
す
る
農
薬
な
ど
の
規

格
基
準
が
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

制
度
」
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
と

は
、
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
と
も

な
い
、
い
ま
ま
で
規
制
が
困
難
で

あ
っ
た
基
準
値
が
設
定
さ
れ
て
い

な
い
農
薬
と
作
物
の
組
み
合
わ
せ

に
つ
い
て
も
、
一
律
基
準
を
適
用

し
監
視
・
規
制
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

799
種
類
の
農
薬
、
動
物
用
医
薬

品
、
飼
料
添
加
物
が
規
制
対
象
物

質
と
し
基
準
値
が
設
定
さ
れ
、
加

工
食
品
を
含
む
す
べ
て
の
食
品
が

規
制
対
象
食
品
と
な
り
ま
す
。

今
回
定
め
ら
れ
る
基
準
値
の
中

に
は
0.01
ｐ
ｐ
ｍ
と
い
う
非
常
に
厳

し
い
も
の
も
あ
り
、
近
隣
の
畑
か

ら
飛
散
し
た
わ
ず
か
な
農
薬
で
も

問
題
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
薬
の
飛
散
防
止
対

策
を
こ
れ
ま
で
よ
り
徹
底
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

残
留
農
薬
が
基
準
値
を
超
え
る

と
、
生
産
物
の
出
荷
停
止
・
回
収

な
ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

収
穫
間
近
の
農
作
物
が
周
辺
に

あ
る
と
き
や
周
辺
の
畑
と
の
距
離

が
近
い
と
き
、
周
辺
の
農
作
物
に

使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
農
薬

を
使
用
す
る
と
き
に
は
、
農
薬
を

散
布
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
伝

え
て
お
く
な
ど
の
注
意
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
な
ど
、
連
絡
を
密
に
し

て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
た
、
細
か
い
散
布
粒
子
の
ノ

ズ
ル
を
使
う
と
き
や
散
布
圧
力
が

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
、
残
留
農
薬
の
制
度
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。

散
布
し
た
農
薬
が
、
隣
の
畑
の
栽
培
者
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
飛
散
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
、
残
留
農
薬
の
制
度
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。

散
布
し
た
農
薬
が
、
隣
の
畑
の
栽
培
者
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
飛
散
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
衛
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法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
、
残
留
農
薬
の
制
度
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。

散
布
し
た
農
薬
が
、
隣
の
畑
の
栽
培
者
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
飛
散
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
、
残
留
農
薬
の
制
度
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。

散
布
し
た
農
薬
が
、
隣
の
畑
の
栽
培
者
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
飛
散
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
、
残
留
農
薬
の
制
度
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。

散
布
し
た
農
薬
が
、
隣
の
畑
の
栽
培
者
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
飛
散
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
、
残
留
農
薬
の
制
度
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。

散
布
し
た
農
薬
が
、
隣
の
畑
の
栽
培
者
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
飛
散
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
、
残
留
農
薬
の
制
度
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。

散
布
し
た
農
薬
が
、
隣
の
畑
の
栽
培
者
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
飛
散
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
、
残
留
農
薬
の
制
度
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。

散
布
し
た
農
薬
が
、
隣
の
畑
の
栽
培
者
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
飛
散
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
、
残
留
農
薬
の
制
度
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。

散
布
し
た
農
薬
が
、
隣
の
畑
の
栽
培
者
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
飛
散
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
ま
す
か
？

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

こ
ん
な
と
き
は

注
意
が
必
要
で
す
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ＪＡ利根沼田が対策講習会

高
い
と
き
、
風
が
強
い
と
き
に
は

飛
散
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
散
布
時
の
風
向
き
と
風
速

農
薬
の
飛
散
に
最
も
影
響
す
る
の

は
散
布
時
の
風
で
す
。
風
が
強
い

と
き
の
散
布
は
中
止
し
ま
し
ょ

う
。

・
散
布
は
作
物
の
近
く
か
ら

散
布
位
置
が
農
作
物
か
ら
離
れ
る

ほ
ど
風
の
影
響
を
受
け
て
飛
散
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
作
物
に
向
か

っ
て
ほ
ど
良
い
位
置
か
ら
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

・
散
布
圧
力
は
上
げ
す
ぎ
な
い

高
す
ぎ
る
圧
力
は
、
飛
散
し
や
す

い
微
細
な
噴
霧
粒
子
を
発
生
さ
せ

や
す
く
し
ま
す
。

・
近
接
栽
培
作
物
と
の
連
携

収
穫
間
際
に
農
薬
の
飛
散
を
受
け

る
と
出
荷
停
止
な
ど
の
大
き
な
問

題
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
葉
菜
類
な
ど
で
は
付
着
濃
度

が
高
く
な
り
や
す
い
の
で
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。
近
隣
作
物
の
収

穫
が
近
づ
い
て
き
た
場
合
に
は
、

特
に
注
意
し
て
散
布
を
計
画
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
散
布
ノ
ズ
ル
の
交
換

適
切
な
ノ
ズ
ル
を
選
択
す
る
こ
と

で
飛
散
低
減
に
非
常
に
大
き
な
効

果
が
あ
り
ま
す
。

・
遮
蔽
シ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
の
設
置

飛
散
防
止
が
必
要
な
区
域
に
十
分

な
高
さ
の
遮
蔽
物
を
設
置
す
る
こ

と
で
飛
散
防
止
対
策
に
な
り
ま

す
。
目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト
で
も
か

な
り
の
低
減
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
境
界
に
緑
花
木
や
緑

肥
作
物
（
ソ
ル
ゴ
ー
）
な
ど
を
植

え
て
も
効
果
的
で
す
。

・
飛
散
し
に
く
い
農
薬
の
使
用

粉
剤
や
液
剤
を
散
布
し
て
防
除
し

て
き
た
一
部
を
、
粒
剤
な
ど
の
農

薬
に
変
え
た
り
、
残
留
問
題
が
生

じ
な
い
天
然
物
由
来
の
農
薬
な
ど

に
変
え
た
り
す
る
こ
と
で
問
題
を

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ＪＡ利根沼田主催による農薬飛散低減対策講習会が４月５日、

村総合運動公園駐車場で行われました。

この日は、村内の農家や関係者らおよそ50人が講習会に参加。

ブームスプレイヤーや動力噴霧器などを使用して、一般的な散布

ノズルと低減対策が施された散布ノズルの違いを確認しました。

参加者たちは、真剣に説明を聞きこれからの対策について考え

ていました。

具
体
的
な飛

散
防
止
対
策
は

▲適切なノズルを使用した場合 ▲一般的な扇型ノズル

Ｑ．0.01ppmってどのくらいの量？
Ａ．重さでいえば100tのうちの1gに相当します。重さ300gの農
作物に0.01ppmの農薬がくっついているとすれば、この農作物に
100万分の3gの農薬が付着していることになります。
１滴（0.05g）の農薬を水１Ｌにたらして、その水を１滴たら

したぐらいに相当します。
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□
永
　
　
　
井

諸
　
田
　
千
　
歳

□
入
　
原
　
下

諸
　
田
　
拓
　
三

□
入
　
原
　
上

堤
　
　
　
正
　
美

□
川
　
　
　
額

倉
　
澤
　
正
　
一

□
鎌
　
　
　
沢

住
　
谷
　
完
　
二

□
上
　
　
　
組

外
　
山
　
　
　
昇

□
中
　
　
　
組

加
　
藤
　
　
　
武

□
下
　
　
　
宿

真
　
下
　
富
　
雄

□
入
　
　
　
沢

諸
　
田
　
郁
　
夫

□
三
　
ツ
　
谷

兵
　
藤
　
勇
　
夫

□
北
　
　
　
部

林
　
　
　
正
　
昭

□
南
　
　
　
部

織
田
澤
　
寛
　
示

□
吹
　
　
　
張

千
　
明
　
立
　
子

□
　
　
宿

原
　
澤
　
政
　
次

□
中
　
　
　
宿

山
　
後
　
芳
　
範

□
中
　
内
　
出

竹
　
吉
　
恒
　
雄

□
常
　
　
　
　
木

原
　
澤
　
研
　
祐

□
滝
　
　
　
　
寺

金
　
井
　
仁
　
三

□
南
　
内
　
出

石
　
井
　
芳
　
人

□
上
　
内
　
出

角
　
田
　
　
　
久

□
田
　
　
　
　
岸

杉
　
木
　
哲
　
二

□
大
　
　
　
　
堀

林
　
　
　
好
　
雄

□
滝
　
久
　
保

今
　
橋
　
憲
　
雄

□
池
　
　
　
　
原

林
　
　
　
照
　
夫

□
生
　
　
　
　
越

林
　
　
　
純
　
吉

□
中
　
野
　
下

石
　
井
　
康
　
弘

□
中
　
野
　
上

戸
　
部
　
照
　
夫

□
長

者

久

保

星
　
野
　
克
　
則

□
大
　
河
　
原

石
　
井
　
　
　
均

□
追
　
　
　
　
分

星
　
野
　
博
　
信

□
赤
　
　
　
　
谷

吉
　
野
　
藤
　
彦

□
赤
城
原
第
一

真
　
下
　
政
　
美

□
赤
城
原
第
二

廣
　
田
　
忠
　
一

□
松
ノ
木
平
第
一

橋
　
本
　
良
　
雄

□
松
ノ
木
平
第
二

塚
　
本
　
作
　
治

区
　
長

平
成
18
年
度
ス
タ
ー
ト

隊
　
　
　
長

竹
　
内
　
昭
　
彦

副
　
隊
　
長

関
　
上
　
　
　
毅

班
　
　
　
長

小
　
林
　
孝
一
郎

〃
　

堤
　
　
　
錦
之
輔

隊
　
　
　
員

竹
　
澤
　
光
　
男

〃

熊
　
谷
　
　
　
誠

〃
　

藤
　
井
　
正
　
浩

〃

金
　
井
　
作
　
男

〃
　

金
　
子
　
洋
　
一

〃
　

林
　
　
　
　
　
香
　

〃
　

諸
　
田
　
千
登
勢

〃
　

堀
　
　
　
明
　
美

交
通
指
導
隊

18
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

新
し
い
区
長
さ
ん
や
消
防
団
・
交
通
指
導
隊
の
皆
さ
ん
、

教
職
員
・
役
場
職
員
人
事
異
動
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

新
役
員
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す

隊　　長

竹内 昭彦さん

団
　
　
　
長

林
　
　
　
公
　
男

副
　
団
　
長

澤
　
浦
　
範
　
行

〃
　
　
　
竹
　
吉
　
弘
　
行

ラ
ッ
パ
長

長
谷
川
　
　
　
誠

第
１
分
団
長

真
　
下
　
　
　
進

第
２
　
〃

織
田
澤
　
智
　
弘

第
３
　
〃

小
　
林
　
成
　
人

第
４
　
〃

青
　
木
　
孝
　
行

第
５
　
〃

諸
　
田
　
光
　
明

第
６
　
〃

加
　
藤
　
幸
　
三

第
７
　
〃

加
　
藤
　
　
　
仁

第
８
　
〃

根
　
岸
　
博
　
之

第
９
　
〃

高
　
橋
　
浩
　
行

第
10

〃

青
　
木
　
敏
　
二

消
防
団

団　　長

林　公男さん
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□東小学校

教　　諭　　小　川　賢　治（沼田北小）

事務主任　　原　澤　　　修（利根東小）

□南小学校

教　　諭　　林　　　佳　子（片品南小）

教　　諭　　田　邉　真　司（地公臨）

□大河原小学校

教　　頭　　田　中　　　均（橘北小）

教　　諭　　高　桑　寿　子（沼田小）

教　　諭　　上　原　純　子（薄根小）

古馬牧小　　高　橋　和　子（東　小）

利根東小　　高　橋　眞知子（ 〃　）

前橋桂萱中 真　下　一　平（南　小）

多 那 中　　桑　原　吉太郎（大河原小）

沼田北小　　治　田　力　世（ 〃　）

吉岡・駒寄小 丹　羽　踊　子（ 〃　）

群大附属養護 長谷川　　　基（昭和中）

地 公 臨　　柳　田　景　子（ 〃　）

昭 和 中　　武　井　宏　次（大河原小）

教　　諭　　武　田　円　香（南　小）

転　　　入
( )内は前任校

教　職　員

転　　　出

転　　　補　

退　　　職　

総
務
課

▼
課
長
補
佐
　
角
田
正
良
（
企
画

課
）、
▼
係
長
　
堤
重
典
（
建
設
課
）、

▼
主
任
　
真
下
伸
夫
（
税
務
課
）、

▼
主
任
　
金
井
義
徳
（
昇
任
）、
▼

主
査
（
課
付
群
馬
県
派
遣
）
島
田

宏
充
（
産
業
課
）

税
務
課

▼
課
長
　
林
栄
一
（
社
会
福
祉
協

議
会
）、
▼
主
査
　
新
木
英
幸
（
保

健
福
祉
課
）
、
▼
主
任
　
小
林
勉

（
総
務
課
付
群
馬
県
派
遣
）

出
納
室

▼
主
任
　
吉
野
ま
ゆ
み
（
教
育
委

員
会
事
務
局
・
昇
任
）

保
健
福
祉
課

▼
係
長
　
兵
藤
勉
（
総
務
課
）、
▼

主
任
　
鈴
木
嘉
代
子
（
出
納
室
）、

▼
主
任
　
倉
澤
義
満
（
税
務
課
）、

▼
主
事
　
川
端
崇
（
総
務
課
）、
▼

第
一
保
育
園
調
理
師
　
新
木
か
を

る
（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

企
画
課

▼
課
長
補
佐
　
藤
井
健
一
（
保
健

福
祉
課
）
、
▼
主
任
　
小
野
一
志

（
保
健
福
祉
課
）、
▼
主
任
　
井
上

弘
（
昇
任
）、
▼
主
事
　
倉
沢
圭
亮

（
産
業
課
）

産
業
課

▼
主
任
　
諸
田
光
明
（
教
育
委
員

会
事
務
局
）、
▼
主
事
　
布
施
智
宏

（
保
健
福
祉
課
）

建
設
課

▼
主
任
　
根
岸
友
則
（
昇
任
）、
▼

主
任
　
綿
貫
敦
支
（
昇
任
）

教
育
委
員
会
事
務
局

▼
主
任
　
小
野
妙
子
（
保
健
福
祉

課
）、
▼
主
任
　
諸
田
光
（
企
画
課
）、

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師
　
青
木

静
子
（
第
一
保
育
園
）

社
会
福
祉
協
議
会

▼
事
務
局
長
　
橘
徳
男
（
総
務
課
）

退
職
者

▼
課
長
補
佐
　
林
千
恵
美
（
税
務

課
）

役
場
職
員

４
月
６
日
、

役
場
会
議
室
で

区
長
会
議
が
行

わ
れ
、
席
上
、

区
長
会
長
に
橡

久
保
南
部
の
織

田
澤
寛
示
さ
ん
、

副
区
長
会
長
に

中
宿
の
山
後
芳

範
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

区
長
会
長
に
織
田
澤
さ
ん
、

副
区
長
会
長
に
山
後
さ
ん

織田澤 寛示さん山後 芳範さん



村
内
の
小
中
学
校
、
保
育
園
の
卒
業
、
卒
園

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
中
は
３
月
13
日
。
卒
業
生
82
人
が
、
在

校
生
に
見
送
ら
れ
て
母
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し

た
。

３
月
23
日
に
は
、
村
内
３
小
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。卒
業
生
の
数
は
東
小
18
人
、

南
小
37
人
、
大
河
原
小
11
人
の
合
計
66
人
で
し

た
。ま

た
、
３
月
28
日
に
は
村
内
３
保
育
園
の
卒

園
式
が
あ
り
ま
し
た
。
第
一
保
育
園
28
人
、
第

二
保
育
園
16
人
、
子
育
保
育
園
28
人
の
園
児
た

ち
が
保
護
者
に
見
守
ら
れ
る
な
か
、
小
学
１
年

生
に
な
る
不
安
と
喜
び
を
胸
に
巣
立
ち
ま
し

た
。
な
お
、
子
育
保
育
園
で
は
６
月
に
新
園
舎

が
完
成
す
る
た
め
、
現
在
の
園
舎
で
の
卒
園
式

は
こ
れ
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
昭
和
村
福
祉
大
会
が
３
月
20

日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
再

認
識
す
る
と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
に
功
績
の
あ
っ
た
功
労
者
に
感
謝
す
る
た

め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
被
表
彰
者
や
関
係
者
ら
200
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

加
藤
秀
光
村
長
は
「
今
後
も
地
域
一
体
と
な

っ
て
、
皆
さ
ん
が
住
ん
で
み
た
く
な
る
村
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
。

大
会
で
は
、
介
護
や
地
域
福
祉
に
貢
献
し
た

功
労
者
や
団
体
な
ど
19
人
、４
団
体
が
壇
上
で
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
本
村
出

身
の
森
久
美
子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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２
月
〜
３
月

綿
貫
さ
ん
が

教
育
委
員
を
再
任
　

村
教
育
委
員
会
委
員
の
綿
貫

征
二
さ
ん
（
森
下
中
）
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
村
議
会
で
綿
貫

さ
ん
が
教
育
委
員
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
18
年
３
月
11

日
か
ら
22
年
３
月
10
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

綿
貫
さ
ん
は
14
年
３
月
か
ら

18
年
３
月
ま
で
教
育
委
員
を
努

め
、
村
教
育
行
政
に
貢
献
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
15
年
か
ら
16

年
ま
で
は
教
育
委
員
長
、
教
育

委
員
長
代
行
者
と
し
て
教
育
行

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

教育委員　綿貫 征二さん

「旅立ちの日に」を歌い母校と別れを（昭和中）

村
の
福
祉
功
労
者
19
人
・
４
団
体
を
表
彰

思
い
出
を
胸
に
新
た
な
旅
立
ち

介護功労者を表彰

森久美子さんが熱唱

卒業証書を授与（大河原小）

卒園おめでとう（子育保）
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家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
４
月
11
日
に
役
場

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
農
家
が
各
家
族
内
で
労
働
報
酬

や
労
働
時
間
な
ど
の
取
り
決
め
を
行
い
、
快
適

な
経
営
や
生
活
を
行
う
こ
と
が
目
的
。
村
農
業

委
員
ら
立
ち
会
い
の
も
と
、
10
組
・
34
人
が
調

印
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
で
今
回
を
含
め
、
村

内
の
締
結
数
は
88
組
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
利
根
沼
田
で
は
２
３
６
組
が
家
族
経

営
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
昭
和
村
の
締
結

数
は
利
根
沼
田
で
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
藤
村
長
は
「
今
、
農
業
は
大
変
な
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
努
力
で
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
村
農
業
委
員
会
長

の
高
橋
昇
三
さ
ん
は
「
輸
入
、
経
費
の
問
題
、

ま
た
価
格
低
迷
の
中
大
変
で
す
が
、
昭
和
村
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
村
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

調
印
締
結
後
は
、
大
河
原
の
石
井
孝
浩
さ
ん

が
謝
辞
。「
こ
の
協
定
を
実
践
し
、
家
族
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
あ
い
、
近
代
的
な
農
業

経
営
の
確
立
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

協定書にサイン

村
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
第
24
回
村
民
芸
能

祭
が
３
月
12
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
芸
能
祭
に
は
、
毎
年
多
く
の
団
体
が
参

加
し
て
お
り
、
今
回
も
村
内
で
活
動
し
て
い
る

芸
能
団
体
な
ど
30
組
、
約
１
８
０
人
が
参
加
。

舞
踊
や
詩
吟
、
民
謡
や
大
正
琴
な
ど
46
演
目
を

演
じ
ま
し
た
。

午
前
９
時
の
開
演
と
同
時
に
、
ス
テ
ー
ジ
上

で
は
次
々
と
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
色
鮮
や

か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
出
演
者
た
ち
は
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
ま
し

た
。３

０
０
席
の
客
席
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
か

ら
も
惜
し
み
な
い
拍
手
や
声
援
が
贈
ら
れ
、
出

演
者
た
ち
も
自
慢
の
演
奏
や
踊
り
で
応
え
て
い

ま
し
た
。

180
人
が
自
慢
の
演
奏
や
踊
り
を
披
露

第
11
回
環
境
保
全
型
農
業
推

進
賞
コ
ン
ク
ー
ル
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
で
、
赤
城
自
然
栽
培
組
合

（
竹
内
敏
昭
組
合
長
）
が
全
国

環
境
保
全
型
農
業
推
進
会
議
会

長
賞
（
優
秀
賞
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。

同
組
合
は
、
化
学
肥
料
や
農

薬
を
使
わ
な
い
コ
ン
ニ
ャ
ク
栽

培
を
目
指
し
て
お
り
、
堆
肥
を

使
っ
た
土
壌
づ
く
り
や
輪
作
で

連
作
障
害
を
減
ら
す
な
ど
の
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

竹
内
組
合
長
は
「
組
合
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
環
境
に
優
し

い
農
業
と
収
穫
増
を
両
立
さ
せ

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

赤
城
自
然

じ
ね
ん

栽
培
組
合
が

優
秀
賞
を
受
賞
　

村
内
10
家
族
が
家
族
経
営
協
定
の
調
印

役場に報告に訪れた竹内さん（中央）

日頃の練習の成果を発揮

見事な舞踊を披露
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新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）

「
結
婚
し
た
時
は
清
水
地
区

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
昔
は

車
も
平
出
ダ
ム
の
道
も
な
く

不
便
な
生
活
で
し
た
」
と
語

る
お
２
人
。

さ
と
さ
ん
は
、
川
場
村
か

ら
嫁
い
で
来
た
と
き
に
「
米

が
で
き
な
く
て
大
変
だ
ろ
う
」

と
実
家
の
ご
両
親
が
言
っ
て

い
た
こ
と
を
懐
か
し
そ
う
に

話
し
ま
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
の

値
段
が
高
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
取
り
越
し
苦
労
す
る
親

の
心
配
を
よ
そ
に
２
人
で
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
今
は
主
に
ほ
う
れ
ん

草
を
栽
培
し
て
お
り
、
こ
ん

に
ゃ
く
堀
り
の
手
伝
い
も
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

冬
に
な
る
と
２
人
で
各
地

を
旅
行
し
て
い
る
そ
う
で
、

「
最
近
行
っ
た
九
州
湯
布
院
で

み
た
幻
想
的
な
風
景
が
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
」
と

喜
一
さ
ん
。

趣
味
の
庭
い
じ
り
で
見
事

な
庭
木
を
育
て
る
喜
一
さ
ん

と
、
ペ
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
と
い

う
絵
画
で
自
ら
の
作
品
を
製

本
す
る
さ
と
さ
ん
。
充
実
し

た
老
後
を
送
っ
て
い
ま
す
。

さ
と
さ
ん
は
「
若
い
と
き

は
短
気
で
怒
り
や
す
い
性
格

だ
っ
た
け
ど
、
年
齢
と
と
も

に
丸
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
」

と
喜
一
さ
ん
の
こ
と
を
話
し
、

喜
一
さ
ん
は
「
健
康
に
気
を

つ
け
て
、
お
い
し
い
ご
飯
を

作
っ
て
く
れ
る
」
と
お
互
い

に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

星　野　喜　一さん (75歳)
さ　とさん (74歳)

・生越　

「
旅
行
や
趣
味
充
実
し
た
老
後
」 （昭和31年６月２日入籍）

いきいきサークル

書道「昭蘭会」
先生　中島菊野、中島文一

昭和61年から始められている書道教室で、現在

は夫婦２人で指導しています。

月、金曜日が練習日で、金曜日は50～60人の小

学生が教室いっぱいに広がって筆を走らせていま

す。墨汁が所々についた教室は子供たちが一生懸命

練習をしていることがわかります。

中島菊野さんは「子供たちの上達が喜び」、「中学

になると部活などで習えなくなるのが残念」と話し

ます。

教室では習字を習いたい人を年齢にかかわらず募

集しています。大人の教室もありますので興味のあ

る方は中島宅124－6104までご連絡ください。

「子供たちの上達が喜び」43
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２
０
０
６
年
１
月
６
日
の
夜
、
ス
ノ
ボ
が
好
き
な
私
は
、
友
人

の
郁
裕
、
賢
人
、
と
も
、
大
地
と
一
緒
に
奥
利
根
ス
キ
ー
場
ナ
イ

タ
ー
に
行
っ
た
。

夜
８
時
頃
、
ス
キ
ー
場
に
着
い
た
。
ス
キ
ー
場
に
着
く
と
い
つ

も
ど
お
り
気
分
も
高
ま
り
、
リ
フ
ト
を
何
本
も
乗
り
、
滑
り
を
楽

し
ん
だ
。

そ
し
て
、
ラ
ス
ト
１
本
…

振
り
返
る
と
キ
ッ
カ
ー
の
下
で
郁
裕
が
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
。

「
ヤ
バ
イ
」。
私
は
、
心
配
に
な
り
ボ
ー
ド
を
脱
ぎ
捨
て
郁
裕
の
も

と
に
駆
け
つ
け
た
。

「
お
い
っ
郁
裕
大
丈
夫
か
」
郁
裕
は
そ
の
声
に
反
応
し
あ
た
り
を

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
回
し
た
後
、「
あ
ら
ら
い
、
あ
ら
ら
い
」
と
言
っ

た
。ろ

れ
つ
が
回
っ
て
い
な
い
。
脳
震
盪
だ
っ
た
。
郁
裕
を
送
り
届

け
、
自
分
は
気
を
つ
け
よ
う
と
言
い
き
か
せ
帰
路
に
つ
い
た
。

そ
れ
か
ら
２
か
月
後
…
私
は
ボ
ー
ド
で
怪
我
を
し
た
（
笑
）

そ
う
い
え
ば
、
今
年
は
厄
年
で
あ
る
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
堤
　
福
夫
さ
ん
（
23
歳
・
松
ノ
木
平
第
一
）
で
す
。

２
０
０
６
年
　
　
　

保 坂 大 輔さん

(森下下・23歳)

毎
月
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
花
火
見
ま
し
た
。
と
て
も

き
れ
い
で
感
動
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

（
Ｒ
・
Ｔ
）

や
っ
ぱ
り
花
火
の
カ
ラ
ー
写

真
が
良
い
で
す
ね
。
来
年
も
良

い
ア
ン
グ
ル
で
期
待
し
て
い
ま

す
。新

築
中
の
子
育
て
保
育
園
は

ど
ん
な
風
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
図
面
と
か
パ
ー
ス
と
か
拝

見
で
き
る
と
う
れ
し
い
で
す

が
。

（
Ｍ
・
Ｏ
）

子
育
保
育
園
の
新
園
舎
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
完
成
予
定
図
を
掲

載
し
ま
す
。
き
れ
い
な
園
舎
が

早
く
完
成
す
る
と
良
い
で
す

ね
。

花
火
が
と
て
も
き
れ
い
で

感
動
し
ま
し
た
　

子
育
保
育
園
は

ど
ん
な
風
に
な
る
の
で
す
か
　

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。



このほどＮＰＯ法人清流の会

（今橋憲雄理事長）が（財）群

馬銀行環境財団の「群馬銀行環

境財団賞」を受賞しました。

この賞は、環境に対する保全

活動や調査研究に優れた業績を

あげた団体などに贈られてお

り、同会が行っている水辺の保

全活動などが評価され受賞とな

りました。

1 4

東小児童と高齢者が交流

清流の会が
群馬銀行環境財団賞を受賞

清流の会の活動の様子

昭和の湯で村内の高齢者を対象にふれあい交流会が行わ

れ、東小学校の４年生が高齢者たちと楽しい一時を過ごし

ました。

児童たちは総合学習の一環として学んだことを発表。マ

ジックや落語などを披露していま

した。発表が終わると百人一首を

使った坊主めくりなどのゲームで

高齢者と交流。最後には、似顔絵

を描いてプレゼントしていまし

た。

高齢者たちはこのプレゼントに

大喜び。自分の似顔絵が描かれた

色紙を嬉しそうに見せ合っていま

した。

国保ポスター
で優秀賞受賞

南小学校の真下昂輝くんが群

馬県主催の第16回国民健康保険

「健康ポスターコンクール」で

優秀賞に輝きました。同コンク

ールには県内の小中学生から

4,639点の応募が寄せられてい

ます。

また、同小学校の島田ひとみ

さん、角田優衣さん、昭和中学

校の星野真歩さんが優良賞を受

賞しています。

高齢者と楽しく交流

上手に書けてるでしょ
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電源立地地域対策交付金事業により、このたび村消防団第５

分団（永井）の詰所が新築され、池原に防火水槽が一基作られ

ました。

同事業は水力発電施設設置による周辺施設への影響緩和を目

的に行われているものです。昭和村には伏田発電所などが設置

されているため、交付金の対象市町村となっています。

電源立地地域対策交付金で詰所が新築

第５分団詰所 池原地区防火水槽

ファミリーコンサート
村教育委員会・公民館主催のファミリーコン

サートが３月25日、村公民館多目的ホールで

開催されました。

演奏を行ったのは、主に沼田市を中心に活動

している「クラシカルアーツ」の４人。ピアノ、

フルート、電子オルガンで、モーツァルトなど

10曲を演奏しました。

演奏の途中で来場者たちもコンサートに参

加。一緒に体を動かしながら音楽を楽しみまし

た。すばらしい演奏を披露

宝くじ助成金で
山車を修理

（財）自治総合センターのコミュニテ

ィ助成事業により、吹張区の山車が修

理されました。

同事業は宝くじの普及と広報を目的

として、宝くじの収益金を財源に、地

域の住民組織に助成しているもの。

修理が完了した山車は、もとのきれ

いな姿を取り戻していました。

きれいな姿を取り戻した山車
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犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
行
い
ま
す
。
生
後
３
か
月
以
上

の
犬
で
今
年
度
未
接
種
の
場
合

は
、必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
済
み
の
犬
の
場
合
、
個
々

に
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ
た
期
日

に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
次
の
期

日
に
予
防
接
種
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
当
日
は
ハ
ガ
キ
と
愛
犬
パ
ス

ポ
ー
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日

６
月
26
日
（
月
）

■
時
間
・
場
所

午
前
９
時
〜
９

時
40
分
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
、
午
前
10
時
〜
10
時
40
分
・
保

健
セ
ン
タ
ー
、
午
前
11
時
〜
11
時

40
分
・
赤
谷
住
民
セ
ン
タ
ー

■
費
用

登
録
済
み
は
３
、３
０

０
円
、新
規
登
録
は
６
、４
０
０
円

■
注
意
事
項

◎
釣
り
銭
の
い
ら

な
い
よ
う
に
お
金
を
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。
◎
未
登
録
・
未
注
射
・

放
し
飼
い
・
捨
て
犬
は
違
法
で

す
。
◎
犬
は
制
御
で
き
る
人
が
連

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
保
加
入
者
が
病
院
な
ど
に
か

か
っ
た
時
、
保
険
証
を
提
出
す
る

と
医
療
費
の
一
部
だ
け
を
支
払
い

ま
す
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
上
の

医
療
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
病
院
で
１
、
５
０
０

円
（
自
己
負
担
３
割
）
を
支
払
っ

た
場
合
、
実
際
の
医
療
費
は
、
５
、

０
０
０
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

少
な
い
負
担
で
す
む
の
は
、
国

保
が
残
り
の
３
、
５
０
０
円
を
支

払
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

国
保
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
が
納

め
る
税
金
と
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
貴

重
な
財
源
で
す
の
で
、
医
療
費
を

節
約
す
る
た
め
、
正
し
い
受
診
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

４
月
１
日
か
ら
岩
本
駅
駐
車
場

の
一
日
利
用
の
利
用
料
金
が
変
わ

り
ま
す
。

▼
利
用
料
金

村
内
者
　
２
０
０
円
／
日

村
外
者
　
３
０
０
円
／
日

一
日
利
用
の
利
用
限
度
日
数

は
、
一
ヶ
月
当
た
り
15
日
ま
で
で

す
。申

請
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。

５
月
23
日
（
火
）、
昭
和
村
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

道
路
・
河
川
の
整
備
、
登
記
・

農
地
転
用
・
年
金
な
ど
、
苦
情
や

意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
な
お
相
談
日
以
外
で

も
、
口
頭
や
電
話
、
手
紙
な
ど
で

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

国
保
の
財
源
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

保
健
福
祉
課
　
内
線
27

岩
本
駅
駐
車
場
の
一
日

利
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す

総
務
課
　
内
線
15

５
月
23
日(

火)

に

行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課
　
内
線
14

小学校・中学校の後期冬休みを廃止
平成18年度から村内の小・中学校の冬期休業日の後期分が廃止されることになりました。

利根沼田では、夏休みを１週間短くすることで２月上旬に後期冬休みを設けていました。

しかし、週休２日制や総合の時間などの導入

により授業時間が確保できなくなっており、全

国的にも子供たちの学力低下が問題となってき

ています。

こういったことを受けて、利根沼田でも足並

みをそろえて授業時間を確保して児童生徒の学

力低下を防ぐ目的で、18年度から後期冬休みを

廃止することになりました。

■問い合わせ 教育委員会事務局
124－5120



1 7

■もんだい
新年度が始まりました。
村でも厳しい財政状況の中、前年度
比13.3％減の予算で新たなスタートを
きりました。
では、問題です。昭和村の18年度予
算は？？億8,300万円でしょうか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で図書券500円分を差し上げます。s締め切り＝
５月１日(月)。s発表＝５月号「広報しょうわ」。
s答えは必ずハガキに書き、下記要領で応募して
ください。

u３月号のクイズの答えは、「昭和」でした。
応募総数は４通。当選者は次のとおりです
(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

長
風
邪
に
あ
ら
か
た
の
行
事
の
不

参
加
を
詫
び
つ
つ
二
月
の
カ
レ
ン

ダ
ー
剥
ぐ
　
　
　
　
新
木
　
武
治

斑
雪
の
こ
る
に
堀
り
し
大
根
の
み

づ
み
づ
し
さ
を
存
分
に
喰
ふ
　
　
　

新
木
　
た
き

夜
な
べ
し
て
吾
子
の
服
縫
い
し
日

の
遠
し
三
月
四
日
は
ミ
シ
ン
の
日

と
聞
き
　
　
　
　
阿
部
　
ト
シ
子

湯
宿
に
て
久
し
降
り
な
る
友
達
の

談
笑
つ
ゞ
く
夜
の
更
け
る
ま
で
　
　

林
　
　
マ
ス

小
雪
舞
ふ
な
だ
り
の
畑
に
照
る
春

陽
蜥
蜴
一
匹
朽
木
に
縋
る
　
　
　
　

小
林
　
文
吉

雪
多
く
凍
み
続
き
ゐ
し
冬
を
越
へ

植
ゑ
し
ま
ま
な
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

芽
吹
く
　
　
　
　
　
堤
　
あ
さ
江

人
住
ま
ぬ
隣
家
の
雪
も
溶
け
た
る

や
踏
み
石
の
回
り
土
柔
ら
め
り
　
　

角
田
　
静
恵

七
回
忌
の
夫
の
法
事
に
久
に
逢
ひ

し
義
姉
は
健
や
か
九
十
三
才
　
　
　

星
野
　
利
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

夢
う
つ
つ
恋
猫
の
声
し
き
り
な
り
　

須
藤
　
澄
子

飼
猫
の
二
三
日
留
守
や
恋
路
ら
し
　

新
木
　
武
治

滑
り
落
ち
砕
け
て
光
る
軒
つ
ら
ら

横
坂
　
庄
三

艶
や
か
に
グ
リ
ー
ン
豊
か
な
雪
椿

藤
井
三
代
子

せ
せ
ら
ぎ
に
陽
を
遊
ば
せ
て
若
菜

つ
む
　
　
　
　
　
　
金
井
　
粂
子

岩
風
呂
に
奔
放
に
打
た
れ
初
湯
な

り
　
　
　
　
　
　
　
真
下
　
章
子

恋
猫
や
垣
を
隔
て
て
ハ
ー
モ
ニ
ー
　

杉
木
　
哲
二

雪
景
色
町
の
灯
り
や
星
凍
て
し
　
　

花
茂
　
喜
右

★倉　澤　　　保　 ( ９ 歳)
★竹　澤　梨　那　 ( 13 歳)
★太　田　三枝子　 ( 42 歳)

根 岸
滝 久 保
鎌 　 沢

応募規定

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
時
間

午
後
１
時
か
ら
４
時

■
行
政
相
談
員

加
藤
武
（
森
下

８
０
８
）、
1
２
４
―
６
８
３
９

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
宅
内

工
事
・
公
共
マ
ス
ま
で
の
つ
な
ぎ

込
み
を
し
た
世
帯
に
対
し
て
、
加

入
奨
励
金
３
万
円
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
こ
の
奨
励
金
で
す
が
、
永

井
・
入
原
地
区
で
は
19
年
３
月
ま

で
、
に
宅
内
工
事
を
し
な
い
と
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

対
象
地
区
で
工
事
を
済
ま
せ
て

い
な
い
皆
さ
ん
は
、
お
早
め
に
つ

な
ぎ
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
分
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

平
成
18
年
２
月
分
の
保
険
料
納

付
期
限
は
平
成
18
年
３
月
31
日
、

平
成
18
年
３
月
分
の
保
険
料
納
付

期
限
は
平
成
18
年
５
月
１
日
で
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

し
ま
う
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
万

が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
の
障
害
年
金
、
一
家
の

支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺

族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
で
き

る
だ
け
４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

毎
週
月
曜
日
に
受
付
時
間
を
延
長

し
て
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
月
第
二
土
曜
日
に

年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
日
の
昼
間
で
は
忙
し
く
相
談

で
き
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

受
付
延
長

４
月
３
日
、
４
月
10

日
、
４
月
17
日
、
４
月
24
日
、
５

月
１
日
、
５
月
８
日
、
５
月
15
日
、

５
月
22
日
、
５
月
29
日
、
６
月
５

日
、
６
月
12
日
、
６
月
19
日
、
６

月
26
日

年
金
相
談
（
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
）

４
月
８
日
、
５
月

13
日
、
６
月
10
日

平
成
17
年
度
の
保
険
料
は

４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う

年
金
相
談
の
時
間
延
長
と

休
日
実
施
の
ご
案
内

つ
ま

農
集
排
事
業
の

つ
な
ぎ
込
み
は
お
早
め
に

建
設
課
　
内
線
54

ま
だ
ら

と
か
げ

く
ち
き

す
が

し



▼
試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
、

丙
種

▼
会
場

渋
川
工
業
高
等
学
校
、

前
橋
工
業
高
等
学
校
他

▼
受
験
料

甲
種
５
、
０
０
０
円
、

乙
種
３
、
４
０
０
円
、
丙
種
２
、

７
０
０
円

▼
願
書
受
付
期
間

５
月
８
日

（
月
）
〜
17
日
（
水
）

▼
願
書
配
布
・
受
付
場
所

中
央

消
防
署

▼
そ
の
他

受
験
希
望
者
は
６
月

８
日
（
木
）
の
準
備
講
習
会
を
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望

者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
消
防
署
1

２
４
―
１
７
３
４

▼
対
象

昭
和
51
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
）
又
は
こ
れ
と
同
等
と
人
事
委

員
会
が
認
め
る
学
校
を
卒
業
し
た

人
、
又
は
平
成
19
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。

▼
受
付
期
間

５
月
８
日
（
月
）

〜
５
月
26
日
（
金
）

▼
願
書
配
布
場
所

沼
田
警
察

署
、
各
交
番
・
駐
在
所

▼
第
１
次
試
験

７
月
９
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ

沼
田
警
察
署
1

２
２
―
０
１
１
０
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おまわりさんからのお知らせ

新学期における
少年・少女の非行の防止
最近の少年・少女の非行の傾向
は、万引き・路上強盗・恐喝・ひ
ったくりなど凶悪・粗暴化し、家
出・夜遊び・飲酒から非行行為に
陥っています。また、出会い系サ
イトやテレクラを利用し性的被害
にあうケースも後を絶ちません。

保護者の皆さんは、子供の生活態
度の変化・非行の兆候に細心の注
意を払い、家庭から非行防止に努
めましょう。
■非行に関する相談「少年育成セ
ンター」1０２７―２５４―３７
４１

ガーデニング
株について知りたい

〃

４月15日(土)
５月 ６日(土)

20日(土)

期　　日 特　集

第１・３土曜日は
公民館図書室へ

■時間 午前10時～午後２時

■小学生向けの特集

４月　ともだちいっぱい

５月　外で遊ぶ本

■問い合わせ 村教育委員会

事務局1２４－５１２０

本
年
も
労
働
保
険
の
平
成
17
年

度
確
定
保
険
料
と
平
成
18
年
度
概

算
保
険
料
の
申
告
納
付
手
続
き
の

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
業
務

用
の
事
由
、
ま
た
は
通
勤
に
よ
る

負
傷
・
疾
病
な
ど
に
対
し
て
必
要

な
給
付
を
行
う
労
災
保
険
と
、
労

働
者
が
失
業
し
た
と
き
に
一
定
の

給
付
を
行
う
雇
用
保
険
を
総
称
し

た
も
の
で
、
こ
の
申
告
・
納
付
を

怠
り
ま
す
と
保
険
制
度
の
円
滑
な

運
営
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
で
、
ま
だ
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

お
よ
び
公
共
職
業
安
定
所
で
至
急

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
　
℡
０
２
７
―
２

１
０
―
５
０
０
１

自
動
車
税
は
、
道
路
・
学
校
の

建
設
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
県

民
の
安
全
の
確
保
な
ど
「
住
み
良

い
郷
土
づ
く
り
」
の
財
源
と
し
て

大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
税
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
自
動
車

税
事
務
所
1
０
２
７
―
２
６
３

―
４
３
４
３
、
沼
田
県
税
事
務

所
1
２
２
―
４
３
３
６

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
な
ど
の
危
険

物
を
一
定
量
以
上
貯
蔵
し
た
り
、

取
り
扱
う
許
可
施
設
で
は
、「
危

険
物
取
扱
者
免
状
取
得
者
」
の
資

格
が
必
要
で
す
。

▼
試
験
日

６
月
25
日
（
日
）

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

自
動
車
税
は
５
月
31
日（
水
）

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

◆
沼
田
県
税
事
務
所

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

◆
中
央
消
防
署

平
成
18
年
度
警
察
官
Ａ
採
用

試
験
を
行
い
ま
す◆

沼
田
警
察
署

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は

５
月
22
日
ま
で
で
す

◆
群
馬
労
働
局



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：５月８日（月）、午
後１時30分～４時、◆会場：役
場会議室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：４
月28日（金）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２。

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：５月５
日（金）、午後１時30分～（事前に
電話予約を）、◆会場：沼田保健
福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話1０
２７－２３１－４４８８

国民健康保険税１期、介護保

険料１期は５月１日（月）が納

期です。完納にご協力ください。

今・月・の・納・期

こころの健康相談

女性相談センター

健康相談

特設人権相談所

1 9

３
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

わが村の人口

人　口　7,900人　(＋21)
男　　3,886人　(＋ ７)
女　　4,014人　(＋14)

世帯数　2,220人　(＋28)
※（ ）内は前月比

４月１日現在（住基人口）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

勝
　
哉

貴
　
恵
　

明
優
　
美
　

種　類 資　格　要　件 手続きに必要なもの

保険証・印鑑

本村に本籍のない方は戸籍謄本、
転入者は前住所地の課税証明書・
保険証・印鑑

身体障害者手帳・保険証・印鑑
老人保健法該当者は老人医療受給
者証
年金証書・保険証・印鑑
老人保健法該当者は老人医療受給
者証
身体障害者手帳・保険証・印鑑
年金証書・保険証・印鑑
証書・保険証・印鑑
療育証書・保険証・印鑑

所定の診断書・保険証・印鑑

小学校卒業(満12歳に達する日以
後の最初の３月31日まで)
18歳未満の児童を扶養している
母子・父子家庭および18歳未満
の父母のいない児童(所得税が課
せられている父子は除く)

身障手帳１級または２級

障害年金１級

身障手帳１級または２級
障害年金１級
特別児童扶養手当１級
療育手帳判定Ａ
障害年金１級程度の障害で年金
を受給することができない人

乳幼児

母子・父子
家　庭

高齢重度
障 害 者
(65歳以上)

重度心身
障 害 者

福祉医療制度 福祉医療費受給資格者証の
申請はお済みですか

福祉医療制度は、医療費（保険診療）のうち、自己負担分の費用を村
が負担する制度です。
下表の資格要件に該当する人で福祉医療費受給資格者証の交付を受け

ていない人は、申請をしてください。
福祉医療費受給資格者証は、県内の医療機関で受診するときに、保険

証と一緒に窓口に提示してください。県外での受診や治療用装具を装着
したときは、負担金を支払ってから村へ申請してください。
母子・父子家庭の人で、結婚した場合（事実婚も含む）は資格を喪失

しますので、届出をしてください。
■問い合わせ 保健福祉課（内線27）

福祉医療制度の種類と申請に必要なもの

松
ノ
木

平
第
二

追
　
分
・
岡
田
　
光
貴
く
ん

さ
ん
の
子
３
月
13
日
生

・
相
澤
も
あ
な
ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
３
月
19
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。




